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地域・情報・文化 札幌大学女子

短期大学部創立 25 周年記念論文
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監・編著者：斉藤 勇 

執筆者:福井至・冨士原

光洋，高野隆一・望月

享子岡野邦夫・石橋達

也・野嶋栄一郎・蘭 千

寿・田島晶子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

監・編著者：根建金男 

執筆者：石川利江・市

井雅哉・福井至・佐々

木和義・山田豊明・小

川 亮，福田一彦・千

葉浩彦・根建金男・河

合美子・越川房子・大

橋靖史 
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札幌大学女子短期大

学部創立 25 周年記念

論文集編集委員会 

委員長 芸林民夫 
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総ページ数230ページ 

担当部分：P1~P26 

第１章 効果的な学習法－学習のメカ

ニズムと学習の仕方－ 

学習，記憶，知能，創造性，動機付け，

教育工学などの学力に関わる心理学的

知識を平易に解説した心理学の入門書。

第１章においては，学習心理学の基礎的

事項である「レスポンデント条件付け」

「オペラント条件付け」「観察学習」と

いった学習の基本的メカニズムと「学習

曲線」「集中学習と分散学習」などにつ

いて。また，SQ3R法などの効果的学習

法と学習習慣といった事項について，具

体的な日常場面を例に 10のトピックス

に分けて平易に解説した。 

 

総ページ数198ページ 

担当部分：P43~P60 

第３章 知能・創造性 

日常生活をより良く生きるために必

要と考えられる心理学の領域を主に解

説した大学生用の心理学のテキスト。知

能については，知能観と知能の定義，知

能のモデル，知能検査，知能指数・知能

偏差値，知能指数や知能偏差値の恒常性

と変動，知能の発達，知能発達を決める 

因子の項目立てで，創造性については，

創造性の因子，創造性の測定，知能と創

造性，創造性と学力の項目立てで解説し

た。 

 

総ページ数 459ページ 

担当部分：P161~P176 

Ⅱ. 情報と教育・経営 女子学生にお

ける理想の女性像と自己概念そして自

己教育力について 

福井至・佐藤勝彦・能登洋子・天正昌昭 



 

 

4. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理アセスメントハンドブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめて学ぶ心理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代心理学の基礎と応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

執筆者:上里一郎・秋山

俊男 他59名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

監・編著者：木村 裕 

執筆者：木村裕・中村

延江・木島恒一・石川

利江・高橋伸子・福井

至・山田豊明・大橋靖

史・吉野俊彦・寺川志

奈子・龍ヶ崎隆司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

執筆者：岩本隆茂・大

坊郁夫・高橋憲男・川

俣甲子夫・濱保久・田

山忠行・和田博美・福

井至 

 

 

 

西村書店 

1993年9月20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフィア 

1994年4月15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培風館 

1995年4月 26日 

 

 

 

 

 

 

 

総ページ数577ページ 

担当部分：P549~P563 

第40章 行動論的アセスメント 

心理アセスメントの代表的な技法を

取り上げ，特徴，効用と限界，研究の動

向，具体的ケースなどについて解説した

ハンドブック。第 40章の行動的アセス

メントにおいては，まず行動変容におけ

る診断の過程である行動論的アセスメ

ントの特徴を解説し，次に行動論的アセ

スメントの進め方を行動面，生理面，認

知面といった３側面から具体的に解説

した。そして，最後に行動論的アセスメ

ントをめぐる今後の課題について論じ

た。 

 

総ページ数193ページ 

担当部分：P111~P136 

第Ⅳ章 その人らしさ性格と知能 

心理学の基礎的な事項だけに絞って

平易な言葉で解説した短大や専門学校

生用のテキスト。Ⅳ章その人らしさｰ性

格と知能ｰにおいては，まず性格につい

て，あなたらしさとは（性格の定義），

性格をどう見るか（類型論と特性論），

性格はどのようにしてつくられるか（性

格の形成と変容），あなたらしさを知る

方法（性格検査）の項目立てで解説した。

また，知能については，知的な能力には

いろいろな面がある（知能の定義と知能

の構造）,知能の測り方（知能指数，知

能偏差値，偏差 IQ）,知能検査の種類（個

別知能検査と集団知能検査），知能指数

は変わるか（知能の恒常性，遺伝と環

境），知能が高ければ優秀なのか（知能，

創造性，学力）という項目立てで解説し

た。 

 

 

総ページ数279ページ 

担当部分：P184~P191 

9-1 教育への応用と展開 

：P209~P215 

9-4 経営と経済への応用と展開 

現代の心理学の研究動向を理解でき

るように，心理学の基礎研究と応用研究

を解説したテキスト。「第9章 心理学の
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いま家族は、そして今後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知行動療法の理論と実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人はなぜ人を恐れるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌大学公開講座運

営委員会編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

編集者：岩本隆茂・大

野 裕・坂野雄二 

執筆者：青木寛之・池

淵恵美 他22名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

編集者:坂野雄二・不

安・抑うつ研究会 

著者名：坂野雄二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌大学公開講座運

営委員会 

1996年3月30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

培風館 

1997年9月22日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本評論社 

2000年2月20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開と応用」の「第 1 節 教育への応用

と展開」においては，教育心理学，教育

評価，教育工学，ティーチング・マシン

から CAI への発展，授業設計法の進歩

の項目立てで解説した。また，第9章の

「第 4 節 経営と経済への応用と展開」

においては，経営心理学，行動経済学の

項目立てで解説した。 

 

総ページ数186ページ 

担当部分：P127~163 

 システム的家族療法に基づく家族療

法の実際の事例研究等を用い、今日の家

族の抱える問題とその解決法について

考察した。 

 

 

 

 

 

総ページ数279ページ 

担当部分：P234~249 

認知行動療法の理論と、臨床現場にお

けるさまざまな実践例をまとめた解説

書である。「２２章 Computer-Assisted 

Counseling と認知行動療法」において

は、まず、Computer-Assisted Counsel 

-ing(以下 CAC と略記する)の歴史につ

いて解説し、認知行動療法がCACに適

していることを明らかにした。次に、こ

れまでに効果が確認されている認知行

動療法に基づく CAC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑである

Wagma(1980) の PLATO Dilemma 

Counseling Systen,Selmi(1982)の認知

療法に基づくCAC ｼｽﾃﾑ、そして福井・

西山(1995)の論理情動療法に基づく

CAC ｼｽﾃﾑについて解説した。 

 

総ページ数229ページ 

担当部分： P.141～P151, 

太っていると人から思われるのが怖い 

本書は、社会恐怖の概念について、理

論とその治療の実際を最新の知見にも

とづいてまとめたものである。第第2部

私の出会った患者さんの「太っていると

人から思われるのが怖い」は、太ってい

ると人から思われるのが怖いという社

会不安症状を訴え、学生相談室に来談し
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はじめて学ぶ心理学 第二版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アニマル・セラピーの理論と実

際 

 

 

 

 

 

 

抑うつと不安の関係を説明す

る認知行動モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康心理カウンセリング概論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

執筆者代表：木村 裕 

著者名：五十嵐靖博・

稲木康一郎・乙部和

昭・木島恒一・龍ヶ崎

隆司・所正文・中村延

江・福井至・麦島剛・

吉野俊彦 

 

 

 

 

 

 

 

共編 

編集者：岩本隆茂・福

井至 

著者名：岩本隆茂・内

田佳子・福井至・坂本

道子・山田弘司・野沢

譲治・森伸行 
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共著 

日本健康心理学会編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アートアンドブレー

ン 

2000年5月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培風館 

2001年12月 日 

 

 

 

 

 

 

風間書房 

2002年1月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実務教育出版 

2003年7月30日 

た女子短期大学生のケースを紹介した

ものである。具体的には、著者の提唱し

たDepression and Anxiety Cognitive- 

behavior Model に基づく認知行動療法

によって、六週間という短期間で社会不

安障害の治療が終結し、六ヶ月後のフォ

ローアップにおいてもその治療効果が

維持された症例を紹介したものである。 

 

総ページ数210ページ 

担当部分：Ｐ87～Ｐ１01 

7.性格と知能 

心理学の基礎的な事項だけに絞って

平易な言葉で解説した短大や専門学校

生用のテキスト。7.性格と知能-その人ら

しさ-においては，まず知能については，

(1)知能の定義，(2)知能の構造,(3)知能の

測定という項目立てで解説した。性格に

ついては，(1)類型論と特性論,(2)性格の

測定の項目立てで解説した。さらに、パ

ーソナリティの形成については、(1)遺

伝と環境, (2)環境的要因の項目立てて

解説した。 

 

総ページ数217ページ 

動物(介在療法)の理論と実際の実施例

について解説した解説書である。「第6

章 抑うつと動物介在療法」において

は、動物介在療法の抑うつ低減効果を実

験的に検証したこれまでの研究につい

て詳細に紹介した。 

 

総ページ数182ページ 

抑うつと不安の相関関係を説明する

認知行動モデルの構築と検証を行った

10の調査研究と４つの実験研究につい

て詳述した専門書である。また、このモ

デルを用いた認知行動療法の実際のケ

ースについても詳述している。本書によ

って提唱された、抑うつと不安の関係を

説明する認知行動モデルは実証された

抑うつと不安の相関関係を説明できる

世界初の認知行動モデルであり、これに

よりうつ病性障害と不安障害の合併の

問題の説明が可能となった。 

 

総ページ数139ページ 

担当部分: p.82 
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キャリアコンサルタント養成講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DAMS 

DAMS使用の手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DACS 

DACS使用の手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIBT-R 

JIBT-R使用の手引き 

 

 

 

 

編集責任者:佐々木雄

二・児玉正博 執筆者:

本明寛 他16名 

 

 

 

共著 

著者名:浅場道明・福井

至・松尾裕子(以上 3

名で 1 冊を執筆して

いる) 

 

 

 

 

 

 

共著 

著者名:福井至・木津明

彦・陳峻雯・熊野宏明

昭・坂野雄二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著  

著者名:福井至・坂野雄

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本医療事務センタ

ー 

2003年 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころネット 

2004年10月1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころネット 

2004年10月1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころネット 

2004年10月1日 

 

 

 

 

第3章トピックス 

「技法のパッケージ」 

 各種認知行動療法における、認知的技

法と行動的技法のパッケージの仕方に

ついて概説した。 

 

総ページ数172ページ 

担当部分：P.43～P.76 

「カウンセリングに関わる諸理論」  

 キャリアコンサルティングで用いら

れる特性因子論的カウンセリング、来談

者中心カウンセリング、精神分析的カウ

ンセリング、行動カウンセリング、認知

行動カウンセリングのそれぞれについ

て詳述した。 

 

 

担当部分：質問紙作成および使用手引き

書作成 

 本質問紙は、不安と抑うつの弁別が医

師の診断結果と一致する、不安と抑うつ

の弁別的妥当性が高い我が国で唯一の

標準化され出版された質問紙である。本

質問紙の開発者として、出版用の質問紙

の作成、および使用手引き書(全11ペー

ジ)の原案執筆を行った。その後、共同

研究者である共著者 4 名(木津・陳・熊

野・坂野)の修正意見等を調整し、最終

的な出版を総責任者としておこなった。 

 

担当部分：質問紙作成および使用手引き

書作成 

 本質問紙は、我が国で唯一の抑うつと

不安を引き起こす自動思考を測定する

ための、標準化され出版された質問紙で

ある。本質問紙の開発者として、出版用

の質問紙の作成、および使用手引き書

(全7ページ)の原案執筆を行った。その

後、共同研究者である坂野雄二の修正意

見等を調整し、最終的な出版版の作成を

責任者としておこなった。 

 

担当部分：質問紙作成および使用手引き

書作成 

 本質問紙は、我が国で唯一の標準化さ

れ出版された不合理な信念を測定する

ための質問紙である。本質問紙の開発者

として、出版用の質問紙の作成、および
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認知行動療法実践カード 

認知行動療法実践カード使用マニ

ュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非対面心理療法の基礎と実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GSES 

GSESマニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

不安障害の臨床心理学 
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共著 

編著者 岩本隆茂・ 

木津明彦 他15名 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著  

著者名:坂野雄二・東條

光彦・福井至・小松智

賀 

 

 

 

 

 

共著 

編者:坂野雄二・ 

丹野義彦・杉浦義典 

著者:飯倉康郎 他 18

名 

 

 

 

 

 

こころネット 

2004年10月1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培風館 

2005年12月15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころネット 

2006年5月28日 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学出版会 

2006年9月26日 

 

 

 

 

 

使用手引き書(全 10 ページ)の全ての作

成をおこなった。 

 

担当部分:認知行動療法における認知変

容のためのカード全119枚の作成、およ

び使用手引き書(全 15 ページ)の執筆を

おこなった。 

 本カードは、否定的な自動思考を変容

するためのカードである全 51 枚、不合

理な信念を変容するためのカードであ

る全 39 枚、パーソナリティ障害を引き

起こす信念を変容するためのカードで

ある全 29 枚からなるカウンセリングの

専門家向けのものである。すでに、心療

内科クリニックや臨床相談センター、お

よび産業カウンセリング実施施設、教育

研究所、およびうつ病患者の支援団体で

ある MDA ジャパンなどのカウンセリ

ング関連団体など、多くのカウンセリン

グ場面で使用されている。 

 

総ページ数245ページ 

担当部分:p.229～p.228 

「第 16 章コンピューター・アシスティ

ド・カウンセリング」 

 心理療法を実施するコンピュータ

ー・プログラムに関する研究史、および

我が国で福井が開発してきた、コンピュ

ーター・アシスティド・カウンセリン

グ・プログラムの内容と、その効果検証

実験の結果等について詳述した。 

 

担当部分：出版用質問紙の作成および使

用手引き書作成 

 出版に関わる総責任者として、手引き

書(全 16 ページ)の原案を執筆し、共著

者の修正意見を調整し、最終出版物を作

成した。また、質問紙に関しては、出版

用質問紙を作成した。 

 

 

総ページ数222ページ 

担当部分:p.157～173 

「第8章  不安と抑うつ」 

 不安障害とうつ病性障害に関する不

安と抑うつについて、感情研究、症状の

研究、診断分類、薬物療法の各視点から

これまでの研究を詳述した。また、不安
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社団法人 日本筋ジ

障害とうつ病性障害に関する、Barlow

らの 3構造モデル、Beckの認知内容特

異性仮説、Alloyらの無力感-絶望感理論

を概説し、最後に福井の Depression 

and Anxiety Cognitive-Behavior 

Modelについて詳述した。 

 

担当部分：出版用質問紙の作成および使

用手引き書作成 

 出版に関わる総責任者として、手引き

書(全 18 ページ)の原案を執筆し、共著

者の修正意見を調整し、最終出版物を作

成した。また、質問紙に関しては、出版

用質問紙を作成した。 

 

総ページ数80ページ 

 本マニュアルは、著書の14番～16番

のDAMS, DACS, JIBT-R, および19番の

GSES といった質問紙、および著書の 17

番の認知行動療法カードなどの使用方

法をまとめたものである。出版に関わる

総責任者として、手引き書(全80ページ)

を作成した。また、質問紙に関しては、

出版用質問紙を作成した。 

 

総ページ数233ページ 

 出版に関わる責任者として、本書の対

部分の原稿を執筆し、共著者の原稿の修

正や意見調整を行い、本書となった。本

書は、学習理論と行動療法、認知行動療

法を一冊で学習できることを目的とし、

認知行動療法の実践的な手引書となる

よううつ病、全般性不安障害、パニック

障害、社会恐怖、強迫性障害などの具体

的な治療方法について詳述した。 

 

総ページ数 323ページ 

担当部分:p.100~104 

第12章 新しいメディアと認知行動療

法―CCBTとVRET 

最新のコンピュータ技術を用いた認

知行動療法についてまとめたものであ

る。主に CCBT とバーチャル・リアリ

ティー・エクスポージャー療法(VRET) 

について詳述おり、各治療法の概要と効

果についてまとめた。 

 

総ページ数59ページ 
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担当部分：p.1~p.12 

ピアカウンセリングの基礎技法につい

て、カウンセラーの基礎訓練とされてい

るクライエント・センタード療法の基礎

理論と実習方法について執筆した。特

に、クライエント・センタード療法にお

ける不適応の考え方、カウンセラーの構

え、積極的傾聴ための技法、カウンセリ

ングの基礎技法習得のための実習方法

について詳述した。 

 

担当部分:p.65~78 

社交不安障害の認知行動療法 

社交不安障害に対する個人療法

(ICBT)と集団療法(CBGT)について詳

述した。 

 

総ページ数249ページ 

担当部分:p.98~100 

コラム2 学習心理学と行動療法 

学習心理学と行動療法について体系

的に詳述するとともに、学習心理学と行

動療法、および認知行動療法の関係につ

いて、連合理論、認知理論、社会的学習

理論、認知行動理論を踏まえ、どのよう

に発展したのかをまとめた。 

 

総ページ数304ページ 

担当部分：すべてにわたって主執筆者と

して作成した。システム・エンジニアの

メンタルヘルス不調を予防するための、

認知行動療法に基づくワークブックで

ある。 

 

総ページ数212ページ 

担当部分：すべてにわたって主執筆者と

して作成した。看護師の早期離職やバー

ンアウトを予防するための、認知行動療

法に基づくワークブックである。 

 

 

総ページ数122ページ 

担当部分：p.95~p.114 

社交不安障害に対する集団心理教育、ス

ピーチ恐怖症に対する集団認知行動療

法の実際、バーチャル・リアリティを用

いた暴露療法について、それぞれプログ

ラムの内容やプログラムの効果など図
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や表を活用して詳述した。 

 

総ページ387ページ 

担当部分p.152~156 

「第 3 章 4．パニック障害に仮想現実

による暴露は有効か？」 

第 3 章 4 では(1)不安と特定の恐怖症に

対する VR エクスポージャーの感情へ

の効果についてのメタ解析、及び(2)パ

ニック障害の治験における VR エクス

ポージャーと in vivoエクスポージャー

及び統制群における研究が示されてい

る。 

 

 

総ページ数199ページ 

担当部分p. 176~183 「第5章医療技

術としての医療面接―医療面接におけ

る面接技法について―」を担当した。問

診的になりがちな医療面接において効

果的な医師－患者関係を確立するため

の患者の感情に焦点を当てたラポール

確立の技法を詳述した。 

 

総ページ数287ページ 

 認知行動療法による、高齢者、不安障

害への治療、および教師、管理職、看護

師、SE への予防を紹介している。これ

まで積み重ねた、研究を紹介している。 

 

総ページ数160ページ 

認知行動療法の基本的な考え方と治

療の流れをわかりやすく解説し、自分で

取り組める実践法の紹介や、実際の治療

で使用されるものをアレンジしたワー

クシートを掲載している。また病気や症

状にあわせて行われる認知行動療法の

バリエーションを紹介している。 

 

総ページ数 99ページ 

 本書では、認知行動療法の知見から、

不眠を解消するセルフケアについて紹

介している。簡単なチェックリストによ

る眠りの診断を行い、その指標をもとに

セルフケアを行う構成となっている。ま

た、巻末付録のワークシートに書き込む

ことで、自分専用のドクターレッスンノ

ートを作成することも可能である。 
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総ページ数407ページ 

担当部分：p.183-187 

不安障害・特定の恐怖症の症例を紹介。

飛行機恐怖症の患者に対するアセスメ

ント、介入計画、介入経過、介入のポイ

ントを紹介した。 

 

総ページ数275ページ 

担当部分：p.130-145 

 嘔吐恐怖症の評価基準となる質問紙

の開発方法を行い、その後作成した尺度

を用いた実際の治療効果の測定を紹介

した。 

 

総ページ数143ページ 

本書は、認知行動療法による認知と行

動の変容を自分ひとりでできるように

した本である。認知変容は、心のつぶや

き検証シートなどのシートへの記入で

行うようになっている。また、行動の変

容は、行動課題を自分で設定し、実施し

てみて、振り返りをすることで、行える

ようにしてある。 

 

 

総ページ数526ページ 

担当部分：p.431～p.434  

検査編 P-Fスタディ 

P-Fスタディについて、P-Fスタディの

概要、P-F スタディの内容(構成、実施

法、大正、結果の処理とその解釈)の項

目立てで解説した。 

 

 

総ページ数337ページ 

担当部分：P.74 系統的脱感作法  

：P.188～P.189 漸進的筋弛緩法 

：P.202 脱感作  

系統的脱感作法、漸進的筋弛緩法、脱感

作の3項目について解説した。 

 

総ページ数563ページ 

担当部分：P180 認知療法のアプリケー

ション 

認知療法の概要、認知療法および行動療

法の展開、そして認知行動療法カウンセ

リングの発展について詳述した。 
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総ページ数818ページ 

担当部分：P327~P329 生活満足度 

：P570~P572 問題解決 

 生活満足度に関して、主観的満足の過

去の研究と最新の調査について詳述し

た。 

 問題解決について、問題解決課題、年

齢による差とその原因を詳述した。 

 

総ページ数295ページ 

担当部分：P99~P133  

第4章 行動療法の技法における 

認知的要因 

「第 4 章 行動療法の技法における認知

的要因」 

 本 書 は 、 D.Meichenbaum 著 の

“COGNITIVE BEHAVIOR MODIFICATION：

AN INTEGRATIVE APPROACH”(1977)の翻

訳である。第4章では系統的脱感作法な

どの行動療法の技法を実施する過程に

おいてもクライエントの認知が変容し

て効果が現れるということを論証して

いる。 

 

総ページ数370ページ 

担当部分：P313~P336  

第11章 物理の問題解決における 

認知的節約仮説とその教材開発に 

おける意味 

 本書は、H.MandlとA.Lesgold編集の

‘Learning Issues for Intelligent 

tutoring Systems'の翻訳である。第11

章では、物理学の初学者においては、数

式とグラフの両方用いるよりもどちら

か一方だけで学習していく方が効果的

であるという認知的節約仮説を立証す

る研究が示されている。 

 

総ページ数217ページ 

担当部分：P151～164 

「第7章 認知行動理論と認知行動 

療法における情動の扱い方」 

著:ジェレミー・D・サフラン 
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監訳者:福井至・貝谷久
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訳者:岩佐玲子他3名 
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監訳者内山喜久雄・大
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訳:福井 至 

 本 書は P.M.Salkovskis 編 集 の

‘ Trends in cognitive behavioral 

yherapies’の翻訳である。J.D.Safran

担当の第7章「認知行動理論と認知行動

療法における情動の扱い方」において

は、認知行動療法においてこれまでより

も広いアプローチをするための理論的

なそして技術的な原則が要約されてい

る。 

 

総ページ数529ページ 

担当部分:p.77～87 

「第6章 不安の認知的概念 」 

著:アーサー・フリーマン 

 ロバート・A・ディタマソ 

訳:福井 至 

 本章は、不安障害を引き起こす認知内

容の研究を詳述した章である。 

 

総ページ数196ページ 

担当部分:全ページの監訳を行った。訳

者が赤坂クリニックの後輩の臨床心理

士であるため、訳に問題のあった第1章

から第2章の3節までは、全体にわたっ

て訳出し直した。また、第2章の4節か

ら第5章までは、不適切な訳文の修正を

行い、専門用語の統一を行った。 

 

総ページ数 492ページ 

担当部分: P.153～P.156  コンピュータ

とテクノロジー 

：P.347～P.352 認知行動療法のための

コンピュータ・プログラム 

 「コンピュータとテクノロジー」では、
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Personality Disorder Schema Scale 

(PDSS) と Personality Disorder 

Symptom Inventory (PDSI)の構成概念妥

当性の検証 

 

恐怖症への EMDR の適用―エクスポージャ

ー法との併用について 

 

認知行動療法 

 

 

子育て支援に対するセルフ･エフィカシー

尺度開発の試み 

 

 

 

不安障害治療法の発展(特集 この10年間

で精神科治療はどう変わったか) 

 

 

コンピュータによる認知行動療法の現在 

 

 

 

対人援助職のための認知・行動療法 マニ

ュアルから抜け出したい臨床家の道具箱 

 

スピーチ恐怖の自動思考を測定する質問

紙(Speech Phobia Automatic Thoughts 

Questtionnaire : SPATQ)の開発 

 

社交不安症(社交恐怖)[社交不安障害]の集

団認知行動療法 

 

単著 

 

 

共著 

福井至・山﨑恵 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

共著 

福井至・長谷川誠・手

塚成美・佐々木聰子・

片岡輝 

 

2010年5月 

著者名：種市摂子・福

井至・貝谷久宣 

 

共著 

福井至・川副暢子・ 

小松智賀・貝谷久宜* 

 

単著 

 

 

共著 

梅原沙衣加・福井至・

近喰ふじ子 

 

共著 

野口恭子・小松千賀・

福井至・吉田栄治・貝

谷久宣 

 

2007年3月10日 

 

 

2007年3月31日 

 

 

 

 

2008年6月 31日 

 

 

2009年3月 28日 

 

 

2010年3月31日 

 

 

 

 

2010年5月28日 

 

 

 

2011年2月 

 

 

 

2011年10月 

 

 

2013年8月31日 

 

 

 

2015年2月28日 

 

 

臨床心理学(金剛出版) 第 7

巻第2号 p.269-273 

 

東京家政大学附属臨床相談

センター紀要 第6集  

p.25～34 

 

 

こころのりんしょう(星和書

店)27巻2号P271∼P276 

 

心療内科(科学評論社) 第

13巻2号 p.103-110 

 

東京家政大学付属臨床相談

センター紀要 第10集 

P35～42 

 

 

精神科(科学評論社)第 16 巻

5号P406-411 

 

 

精神科(金剛出版)第37巻第1

号 

 

 

精神療法(金剛出版)第 37 巻

第5号 p. 644-645 

 

認知療法研究第6巻2号 

p.161～p.168 

 

 

認知療法研究第8巻1号 

p.27～p.36 
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Ⅲ．そ の 他 

番号 項 目 
発行あるいは発表の 

年月日(西暦)､場所 
概 要 
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国際学会発表 

Behavior characteristics of 

parents engaged in childrear- 

ing, in relation to their perso- 

nality and children’s perso- 

nality. 

 

 

 

Toward construction of a 

cognitive-behavioral model 

which can explain the 

comorbidity of depression and 

anxiety. 

 

 

The construction of a 

cognitive-behavioral Model of 

personality disorders 

 

 

 

 

 

 

“Recent development of 

cognitive behavior therapy: 

CBT meets the new 

technology” 

 

 

 

 

 

Depression and Anxiety 

Cognitive-Behavioral Model 

including Coping Style 

 

 

 

 

1990年7月 

2nd International Con- 

gress of Applied Psy- 

chology(Abstract, 152) 

発表者：福井至・大橋靖

史・菅野純・重久剛・春

木豊 

 

2001年7月 

2001 World Congress of 

Behavioral and Cogni 

tive Therapy. 

発表者:福井至・坂野 

雄二 

 

2004年7月21日 

World Congress of 

Behavioral and 

Cognitive Therapies 

2004 (Abstracts, 199) 

発表者:福井至・山崎

恵・近喰ふじ子(共著) 

開催場所:神戸 

 

2006年8月29日  

国際サイコセラピー会

議イン・ジャパンおよび

第3回アジア国際サイコ

セラピー会議 

発表者:福井至(単著) 

開催場所:東京 京王プ

ラザホテル 

 

2006年8月29日  

国際サイコセラピー会

議イン・ジャパンおよび

第3回アジア国際サイコ

セラピー会議 (発表抄

録, p.136) 

 

親の性格や養育態度と子どもの性格との関係について 

検討した。１.子どもの向性と父親の向性，２.子どもの 

自己実現性と，母親と父親のタフ傾向と父親の情動性， 

３.子どもの向性と，両親のおしつけ強化と母親の認め 

強化の間に有意な相関が認められることが明らかになっ 

た。 

 

 

抑うつと不安の関係を説明する新しい認知行動モデルである

Depression and Anxiety Cognitive-Behavior Model(DACモデル)

の構築について発表する予定であり、すでに受理されている。発

表内容は、博士学位論文にも含まれている、学術論文 37,39,41

をまとめたものである。 

 

 

人格障害の認知行動モデルについて発表した。人格障害の症状を

測定するPersonality Disorder Symptom Inventory (PDSI)と、

それを引き起こすスキーマを測定する Personality Disorder 

Schema Scale (PDSS)を開発し、それらを用いた調査結果を共分

散構造分析を用いて分析し、人格障害の認知行動モデルを構築し

た。 

 

 

 

英国で健康保険の適用が可能となった、インターネットを利用

したカウンセリングプログラムである Computerized 

Cognitive-Behavior Therapy と、Virtual Reality Exposure に

ついて、福井研究室および東京サイバークリニックでの研究成果

も含め発表および討議を行った。 

 

 

 

 

 本研究は、ストレス対処行動を測定するための質問紙を開発

し、抑うつと不安の認知行動モデルを対処行動の要素を含んだモ

デルへ拡張することであった。ストレス対処行動を測定する質問

紙として、The Style of Coping Scale(SOCS)を作成した。その

後、SOCS-Rが開発され、7つの下位尺度からなり、各4項目、合

計 28 項目で構成されている。そこで、抑うつと不安の気分、自
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The construction of a 

Cognitive-Behavioral Model 

of Obsessive-Compulsive 

Disorder. 

 

 

 

 

 

 

 

Verification of the 

Effectiveness of Exposure 

Therapy for Spider Phobia 

Using Near-Infrared 

Spectroscopy.   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A randomized controlled 

treial (RCT) of computerized 

cognitive-behavior therapy 

(CCBT) for panic disorder 

with agoraphobia. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The structure of early 

発表者:内山光則・福井

至(共著) 

開催場所:東京 

 

 

 

2007年7月14日 

World Congress of 

Behavioral and 

Cognitive Therapies 

2007 (Poster Abstracts 

Saturday, p.6) 

発表者:福井至・矢野啓

明・高林夏樹・野口恭子

(共著) 

開催場所:バルセロナ 

 

2007年7月14日 

World Congress of 

Behavioral and 

Cognitive Therapies 

2007 (Poster Abstracts 

Saturday, p.8) 

発表者:長谷川誠・福井

至・梅景正・Douglas 

Eames・宇佐美英里・吉

田栄治・貝谷久宣(共著) 

開催場所:バルセロナ 

 

 

 

2010年6月3日 

World Congress of 

Behavioral and 

Cognitive Therapies 

2010 (Dissertation 

Abstract of 6th World 

Congress of Behavioral 

and Cognitive 

Theapies, p.81) 

発表者:福井至・小松智

賀・Douglas Eames・正

木美奈・野口恭子・梅影

正・吉田栄治・貝谷久宣

(共著) 

開催場所:ボストン 

 

2011年7月14日  

動思考、症状のそれぞれを測定する質問紙と SOCS-R を実施し、

その各尺度得点を用いてパス解析を行なった。その結果、抑うつ

と不安の認知行動モデルは対処行動の要素を含むモデルへと拡

張された。 

 

 

強迫性障害の認知行動モデルについて発表した。強迫性障害の症

状を測定するODSI と、強迫性障害のスキーマを測定するOSSを

開発し、それらを用いた調査結果をパス解析で分析し、強迫性障

害の認知行動モデルを構築した。 

 

 

 

 

 

 

 

クモ恐怖症者２名に対し、集中的エクスポージャー法を3日間に

わたり実施し、その際に、脳血液量変化が測定できる近赤外線分

光法(Near-infrared spectroscopy:以下 NIRS と略記する)を用

いて、治療前後の脳機能変化および VR エクスポージャー時の脳

機能の変化を明らかにすることを目的とした。その結果、両名と

もに治療前はビンに入っているクモを2ｍ以上近づけられなかっ

たが、治療後には、ビンに入っているクモを持つことができ治癒

された。ＮＩＲＳ所見としては、治療前には前頭葉の脳血流量が

増加していたが、治療後には増加量が低減した。また、Virtual 

Realityを用いたVRエクスポージャー法時に、前頭葉の増加が見

られたが、その増加は 18 分経過後から低減し始めた。このこと

は、エクスポージャーの効果が発揮されるまでに 20 分程度必要

であるというこれまでの知見と一致している。 

 

 広場恐怖を伴うパニック障害用のインターネットを介した認

知行動療法プログラム(ICBT)を開発し、その効果をRCTデザイン

で検証した。実験参加者は赤坂クリニックに受診している広場恐

怖を伴うパニック障害の患者であり、ICBT 群(男性 15 名、女性

37名)、CCBTと同様の内容の認知行動療法をカウンセラーが実施

するカウンセラー群(男性10名、女性28名)、および薬物療法の

みの統制群(男性9名、女性28名)にランダムに振り分けられた。

PDSS-J,HAM-A,DASS,PACを治療前後に実施し、効果を検証した。

Intention-to-Treat分析による分散分析の結果、すべて交互作用

が有意であり、薬物療法単独よりも、カウンセラー群と ICBT 群

の方がポストテスト時点で、各尺度の得点は低くなっていた。つ

まり、心理療法家による認知行動療法群と ICBT 群でほぼ差がな

く、どちらも統制群よりも治療効果が高いことが明らかとなっ

た。 

 

 

Young(1990)の提唱する5領域18下位尺度から構成される早



 

maladaptive schemas in a 

Japanese sample: A 

confirmatory factor analysis 

of the Young Schema 

Questionnaire 

 

 

3rd Asian Cognitive 

Behavioral Therapy 

Conference (Abstbook  

p.74-p.75) 

発表者：福井至・梅原沙

衣加・鈴木孝信・瀧ケ崎

隆司・菅谷渚・貝谷久宣 

期不適応的スキーマ(EMS)のモデル構造を、日本人サンプルで検

討することを目的とした。調査はEMSを測定するYoung 

Schema Questionnaireの短縮版(YSQ-S3)の日本語版を用いて

行った。その結果、日本人ではYoungの提唱している5領域モ

デルではなく、Hoffart et al.(2005)の示している4領域モデルが

適切であることが明らかになった。 

 

 


